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第
六
条
第
一
項
中
「
住
居
手
当
、
配
偶
者
手
当
」
を
「
在
外
住
居
手
当
、
同
行
配
偶
者
手
当
、
同
行
子
女
手
当
」
に
改
め
、「
子
女
教
育
手
当
」
の
下
に
「
、
在
外
単
身
赴
任
手
当
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
住
居
手
当
」
を
「
在
外
住
居

手
当
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
配
偶
者
手
当
」
を
「
同
行
配
偶
者
手
当
」
に
、「
在
外
職
員
を
除
く
」
を
「
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
み
、
主
と
し
て
当
該
在
外
職
員
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
る
者
に
限
る
。
第
七
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
」
に
改
め
、
同
条
中
第
八
項
を
第
十
項
と
し
、
第
七
項
を
第
九
項
と
し
、
第
六
項
を
第
八
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

在
外
単
身
赴
任
手
当
は
、
在
外
職
員
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
に
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
住
居
か
ら
在
勤
す
る
在
外

公
館
に
通
勤
す
る
こ
と
が
、
通
勤
距
離
等
を
考
慮
し
て
外
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

本
邦
に
所
在
す
る
官
署
か
ら
在
外
公
館
へ
の
異
動
又
は
在
外
職
員
と
し
て
の
採
用
に
伴
い
、
本
邦
か
ら
本
邦
以
外
の
地
に
住
居
を
移
転
し
、
父
母
の
疾
病
そ
の
他
の
外
務
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
同
居
し
て
い
た

配
偶
者
と
別
居
す
る
こ
と
と
な
つ
た
在
外
職
員
で
、
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
常
況
と
す
る
も
の

二

在
外
公
館
を
異
に
す
る
異
動
、
在
勤
す
る
在
外
公
館
の
移
転
又
は
在
外
職
員
と
し
て
の
採
用
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
異
動
等
」
と
い
う
。）に
伴
い
、
一
の
本
邦
以
外
の
地
か
ら
他
の
本
邦
以
外
の
地
に
住
居
を
移
転
し
、
父
母
の
疾

病
そ
の
他
の
外
務
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
同
居
し
て
い
た
配
偶
者
と
別
居
す
る
こ
と
と
な
つ
た
在
外
職
員
で
、
当
該
異
動
等
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
異
動
等
の
直
後
に
在
勤
す
る
在
外
公
館
に
通
勤
す
る
こ
と
が

通
勤
距
離
等
を
考
慮
し
て
外
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
常
況
と
す
る
在
外
職
員

三

そ
の
他
前
二
号
に
掲
げ
る
在
外
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
在
外
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
外
務
省
令
で
定
め
る
在
外
職
員

第
六
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

同
行
子
女
手
当
は
、
在
外
職
員
の
子
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
で
主
と
し
て
当
該
在
外
職
員
の
収
入
に
よ
つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
も
の
（
以
下
「
同
行
子
女
」
と
い
う
。）を
有
す
る
在
外
職
員
に
支
給
す
る
。

一

在
外
職
員
と
同
居
す
る
十
八
歳
未
満
の
子

二

在
外
職
員
と
同
居
す
る
十
八
歳
に
達
し
た
子
で
あ
つ
て
、
就
学
す
る
学
校
（
外
務
省
令
で
定
め
る
学
校
を
除
く
。）に
お
い
て
、
十
八
歳
に
達
し
た
日
か
ら
、
十
九
歳
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
新
た
に
所
属
す
る
学
年
の
開
始
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

三

子
女
教
育
手
当
の
支
給
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
子
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

第
九
条
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
を
第
三
十
八
条
と
し
、
第
二
十
二
条
を
第
三
十
七
条
と
し
、
第
二
十
一
条
を
第
三
十
六
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
三
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
研
修
員
手
当
に
つ
い
て
の
外
務
省
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
五
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
研
修
員
手
当
の
号
の
適
用
そ
の
他
研
修
員
手
当
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
外
務
省
令
で
定
め
る
。

第
十
九
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
特
殊
語
学
手
当
」
を
「
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
殊
語
学
手
当
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
三
十
一
条
と
し
、
第
十
六
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

法
律
第
一
号

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
扶
養
手
当
」
の
下
に
「
、
住
居
手
当
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
の
法
律
中
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
外
」
を
「
こ
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
」
に
改
め
、「
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二

百
五
十
二
号
」
の
下
に
「
。
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
別
職
給
与
法
」
と
い
う
。」を
加
え
、「
基
い
て
」
を
「
基
づ
い
て
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
扶
養
手
当
」
の
下
に
「
、
住
居
手
当
」
を
加
え
、「
こ
の
法
律
中
に
特
別
の
規
定
が
あ

る
場
合
を
除
く
ほ
か
」
を
「
こ
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
」
に
改
め
、「
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
一
般
職
給
与
法
」
と
い
う
。」を
加
え
、
同
項
に
後
段

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
住
居
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
在
外
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ
れ
る
在
外
職
員
を
一
般
職
給
与
法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
単
身
赴
任
手
当
を
支
給
さ

れ
る
職
員
と
み
な
し
て
、
一
般
職
給
与
法
第
十
一
条
の
十
（
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
し
、
同
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
一
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
条
中
「
扶
養
手
当
」
の
下
に
「
、
住
居
手
当
」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
を
「
特
別
職
給
与
法
」
に
、「
並
び
に
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
を
「
及
び
一
般
職
給
与
法
」
に
、「
及
び
第
十
一
条
第
五
項
」
を
「
の
規
定
並
び
に
一
般
職
給
与

法
第
十
一
条
第
五
項
及
び
第
十
一
条
の
十
第
三
項
の
人
事
院
規
則
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
別
段
」
を
「
特
別
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
認
め
る
と
き
は
」
の
下
に
「
、
在
勤
手
当
の
う
ち
」
を
加
え
、「
住
居
手
当
」
を
「
在
外
住

居
手
当
」
に
、「
第
十
二
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。
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